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アイリーン・グレイの屏風・インテリア・建築について
屏風と住宅 E. 1027に共通する欠けた矩形と空隙
川上比奈子／夙川学院短期大学
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１．はじめに
　アイルランド出身のアイリーン・グレイ

（Eileen Gray, 1878-1976）は，1906年頃より，
パ リ に 滞 在 し て い た 漆 芸 家， 菅 原 精 造

（1884-1937）に日本漆芸の教えを受けて屏風，
家具，室内を漆塗りによって制作した。1925
年頃には，ルーマニア出身の建築評論家ジャ
ン・ バ ド ヴ ィ ッ チ（Jean Badovici, 1893- 
1956） に 勧 め ら れ て 住 宅 E. 1027（1926- 
1929）をはじめ，先鋭的な建築をデザインし
た。この経歴のため，グレイの作品の解釈は，
装飾芸術もしくは建築のいずれかに重点が置
かれがちだが，両者には強い共通性がある。
　富永譲は，住宅 E. 1027の形態について

「壁面から細部の形に至るまで随所に見られ
る『欠きとった矩形』のモチーフ。不安定で
あり，動きを与える。」と指摘する。「欠き
とった矩形」とは，矩形の一部がない欠けた
幾何学形であり，空隙を持つ図象である。欠
けた矩形と空隙は，E. 1027の壁面や細部だ
けでなく，デザイン手法が図式化された４つ
の模式図に特徴的な形象である。一方，屏風
にも欠けた矩形と空隙を構成要素にした作品
群がある。以下では，屏風・インテリア・建
築に共通する欠けた矩形と空隙がどのように
生み出され，展開したかを考察する。

２．屏風の欠けた矩形と空隙
　1922年から1925年頃，グレイが制作した直
線と円弧線の描かれた屏風（図１）が折り曲
げられると，漆塗り独特の光沢によって隣の
面に線や図が映り込み，複数の焦点を持つ立
体が浮かび上がって見える。グレイは，漆塗

りの映像性と屏風の可変性という２つの特性
を組み合わせ，特化して独自の屏風を作り出
したのである。ほぼ同時期にグレイは，ブ
リックスクリーン（図２）と名付けられた屏
風を11種類制作した。通常，図柄の描かれた
縦長長方形の曲を少数枚で横につなぎ合わせ
るのに対し，ブリックスクリーンは平面上の
図柄を45枚や50枚におよぶ横長の長方形に分
解し，縦軸でつなぎつつ回転させ立体を再構
成した屏風である。グレイは二次元の平面に
映りこんで見えていただけの立体を，三次元
に取りだして実体として見せたのである。こ
の傾向は E. 1027の居間に置かれた不定形屏
風（図３），最晩年に制作されたコルク製屏
風（図４）にも見て取れる。これらの屏風は
非対称に分割され欠けた矩形と空隙を生成し，
折り曲げ角度によって，その容態が一変する。

３．住宅E. 1027の模式図
　グレイによって描かれた E. 1027の４つの
模式図に，欠けた矩形と空隙を見いだすこと
ができる。図Ａには，西と南の壁面に欠けた
矩形，西面に接し建物の内部に空隙が生成し
ている。この空隙は，仮眠コーナーを主室か
ら分節する役割を果たすとともに，シャワー
スペースとテラスを繋ぐ通路，出入り口とし
て機能する。図Ｂでは，テーブルの天板の一
部が折り曲げられて，欠けた矩形と空隙が生
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成している。空隙に主人が立って飲み物を用
意することが想定されており，いわば，身体
と合体するカウンターバーとして機能するも
のである。図Ｃには，２方向の平行移動に
よって仕事室の床平面が欠けた矩形として残
され，東面外部と西面内部に二つの空隙が生
成している。空隙の一方はテラスとして利用
され，他方は主室・仕事室・階段・サニタ
リーを繋ぐ動線の要として機能する。図Ｄで
は，建築内部に壁面の一部を平行移動させて
生成した欠けた矩形となる床が，タイルの貼
り分けで示されている。空けられたヴォ
リュームは，テラスと一体化する食事スペー
スとして機能する。
　以上のように４つの操作によって生成した
空隙はいずれも，家具や身体を受け入れる動
態の場となっているのである。

４．鏡とティーテーブルとテラス階段
　この他，E. 1027において欠
けた矩形と空隙が明瞭なものに，
寝室の洗面コーナーに備えられ
た鏡がある。この鏡は垂直長方

形の左上で小さな矩形がヒンジによって折れ
曲がり，欠けた矩形と空隙を生成させる。長
方形から非対称な形状へ変化する点で，不定
形屏風との類似性が特に強く，またティー
テーブルと緊密な関係にある。ティーテーブ

ルの回転軸の方向を90度転回すれば，不定形
屏風と同様になり，つまり図Ｂの操作が，鏡
を介して屏風の制作手法と繋がることが了解
されよう。さらに E. 1027のテラス階段もま
た，操作Ｂを拡大して適用した例として捉え
られる。屏風の造形手法が90度転回して図Ｂ
の操作へ飛躍的展開を遂げ，建築エレメント
のデザインに接続したといえる。

５．おわりに
　グレイの欠けた矩形と空隙は，漆塗り屏風
に映り込んで見える虚像を現実化させたいと
欲する創造的衝動から生起した。その後，ブ
リックスクリーン，不定形屏風，コルク製屏
風に展開するとともに E. 1027のデザイン手
法，図Ｂの操作が発案された。操作Ｂは平面
の一部を折り曲げ，二次元から三次元を作り
出す手法である。この位相の多重性を三次元
に拡大して住み手の身体までを包み込む手法
が，他の３つの手法である。これらのことか
ら，欠けた矩形と空隙をもつ屏風は，グレイ
がインテリア・建築をデザインする際の概念
モデルとして位置づけられる。モデルが包含
する内容は，生活の中で絶え間なく変化する
空間・時間の状況を動態のまま扱おうとする
グレイのデザイン理念といえよう。
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